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佐藤英俊: 胆嚢癌肝拡大右葉切除術後の上腹部痛に対し芍薬甘草湯が有効であった一例. 痛みと漢方 20: 107-111, 
2010 

5. 兼松隆之: 英国の医療事情の一側面と専門医制度の仕組み. 日本癌病態治療研究会誌 16(1): 38-40, 2010 
6. 江口 晋, 曽山明彦, 高槻光寿, 日高匡章, 兼松隆之: 肝移植術前術後と門脈血行異常. 肝胆膵 61(2): 223-234, 

2010 
7. 曽山明彦, 江口 晋, 濱崎幸司, 高槻光寿, 日高匡章, 村岡いづみ, 小坂太一郎, 朝長哲生, 兼松隆之: 生体肝右葉

移植後の胆管吻合部難治性胆汁瘻の治療に T-tube が奏功した１例. 臨牀と研究 87(9): 148-149, 2010 
8. 日高匡章, 江口 晋, 高槻光寿, 山之内孝彰, 曽山明彦, 朝長哲生, 小坂太一郎, 村岡いづみ, 江口有一郎, 水田敏

彦,兼松隆之: 血液型不適合肝移植後、インフルエンザウイルス感染症から重症肺炎を合併した１例. 臨牀と研究 
87，9: 156-157, 2010 

9. 村岡いづみ, 江口 晋, 曽山明彦, 日高匡章, 山之内孝彰, 高槻光寿, 兼松隆之: 生体肝移植後に非閉塞性腸管虚血

症（Non－Occlusive Mesenteric Ischemia； NOMI）をきたした１例. 臨牀と研究 87(9): 150-151, 2010 
10. 井上悠介, 藤田文彦, 宮崎健介, 望月聡之, 虎島泰洋, 木下直江, 兼松隆之: Abdominal cocoon を原因とした絞扼性

イレウスの１例. 日本臨床外科学会雑誌 71(11): 2868-2871, 2010 
11. 曽山明彦, 江口 晋, 高槻光寿, 日高匡章, 兼松隆之: リツキシマブ（リツキサン）. 肝胆膵 61(6): 1188-1193, 2010 
12. 望月響子, 大浜用克, 新開真人, 武 浩志, 北河徳彦, 工藤博典, 畑田智子:直腸肛門奇形に合併した子宮留血腫に

対する治療戦略. 日本小児外科学会雑誌 46(7): 1136-1140, 2010 
13. 大畠雅之, 徳永隆幸, 吉田拓哉, 望月響子, 永安 武: 鎖肛術後高度排便障害に対する多孔性ポリウレタン肛門用

装具（アナルプラグ）の使用経験. 日本小児外科学会雑誌 46(7): 1151-1155, 2010 
14. 望月響子, 大畠雅之, 小坂太一郎, 徳永隆幸, 土居美智子, 江口 晋, 兼松隆之: Gross Ａ型 long gap 食道閉鎖に

modified Foker 法による対外延長術が奏功した１例. 日本小児外科学会雑誌 46(7): 1178-1182, 2010 
15. 岩中 督, 宮田裕章, 兼松隆之: 手術症例データベースの構築. Surgery Frontier  17(4) : 39-43, 2010 
16. 宮田裕章, 岩中 督, 後藤満一, 兼松隆之, 杉原賢一, 高本眞一, 里見 進: 専門医制度と連携した臨床データベー

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/20155791?itool=EntrezSystem2.PEntrez.Pubmed.Pubmed_ResultsPanel.Pubmed_RVDocSum&ordinalpos=1
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/20155791?itool=EntrezSystem2.PEntrez.Pubmed.Pubmed_ResultsPanel.Pubmed_RVDocSum&ordinalpos=1
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed?term=%22Kitasato%20A%22%5BAuthor%5D
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed?term=%22Tajima%20Y%22%5BAuthor%5D
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed?term=%22Kuroki%20T%22%5BAuthor%5D
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed?term=%22Tsutsumi%20R%22%5BAuthor%5D
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed?term=%22Tsuneoka%20N%22%5BAuthor%5D
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed?term=%22Adachi%20T%22%5BAuthor%5D
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed?term=%22Mishima%20T%22%5BAuthor%5D
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed?term=%22Kanematsu%20T%22%5BAuthor%5D
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed?term=%22Kuroki%20T%22%5BAuthor%5D
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed?term=%22Tajima%20Y%22%5BAuthor%5D
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed?term=%22Kitasato%20A%22%5BAuthor%5D
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed?term=%22Adachi%20T%22%5BAuthor%5D
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed?term=%22Kanematsu%20T%22%5BAuthor%5D
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ス事業の社会的意義と課題. Surgery Frontier 17(4): 44-50, 2010 
17. 黒木 保, 兼松隆之: 肝内胆管腺扁平上皮癌. 日本臨床別冊 14: 197-200, 2010 
18. 曽山明彦, 江口 晋, 兼松隆之: 生体肝移植と門脈圧亢進症. 外科 72(1): 52-56, 2010 
 
B-c 
1. 望月響子, 江口 晋, 高槻光寿, 兼松隆之: 肝不全.  （門田守人（著）: 消化器外科 NURSING, MC メディカ出版, 

pp. 57-61 所収）2010 
2. 黒木 保, 足立智彦, 兼松隆之: HALS による膵全摘術. （跡見裕（監）高折恭一（編）:膵臓の内視鏡外科手術, 

MEDICAL VIEW, pp. 149-154 所収）2010 
   

B-d 
1. 黒木 保, 兼松隆之: 新しい膵臓の手術－膵機能温存種々から腹腔鏡下手術まで－. 長崎県医師会報 44(2): 30-32, 

2010 
 
学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

3 1 5 15 8 99 

 
社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

兼松隆之・教授 医師国家試験出題基準改定部会長 厚生労働省 

兼松隆之・教授 医道審議会委員 厚生労働省 

兼松隆之・教授 薬事・食品衛生審議会専門委員 厚生労働省 

兼松隆之・教授 大学院教育改革支援プログラム委員会分野別 
審査部会専門委員 

日本学術振興会 

兼松隆之・教授 理事 日本専門医制評価・認定機構 

兼松隆之・教授 理事 （財）鐘韻人間科学振興基金 

兼松隆之・教授 永井隆平和記念・長崎賞選考委員会員 長崎ヒバクシャ医療国際協力会 

兼松隆之・教授 監事 日本外科学会 

兼松隆之・教授 専門医制度委員会顧問  日本外科学会 

兼松隆之・教授 外科関連専門医制度委員会委員長 日本外科学会 

兼松隆之・教授 国際委員会委員 日本外科学会 

兼松隆之・教授 代議員 日本外科学会 

兼松隆之・教授 評議員 日本再生医療学会 

兼松隆之・教授 評議員 日本消化器外科学会 

兼松隆之・教授 評議員 日本小児外科学会 

兼松隆之・教授 監事 日本肝胆膵外科学会 

兼松隆之・教授 理事 日本肝胆膵外科学会 

兼松隆之・教授 評議員 日本肝胆膵外科学会 

兼松隆之・教授 あり方委員会担当理事 日本肝胆膵外科学会 

兼松隆之・教授 編集委員 日本肝胆膵外科学会 

兼松隆之・教授 監事 日本消化器病学会 

兼松隆之・教授 評議員 日本消化器病学会 

兼松隆之・教授 代議員 日本癌治療学会 
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兼松隆之・教授 評議員 日本腹部救急医学会 

兼松隆之・教授 評議員 日本臨床外科学会 

兼松隆之・教授 評議員 日本移植学会 

兼松隆之・教授 評議員 日本肝臓学会 

兼松隆之・教授 学会賞選考委員会委員 日本肝臓学会 

兼松隆之・教授 理事 日本甲状腺外科学会 

兼松隆之・教授 評議員 日本癌学会 

兼松隆之・教授 評議員 Microwave Surgery 研究会 

兼松隆之・教授 International Relations Committee Member アメリカ外科学会 

兼松隆之・教授 International Faculty Member International Association of Surgeons,  
Gastroenterologists and oncologists 

兼松隆之・教授 推薦評議員 日本胸部外科学会九州地方会 

兼松隆之・教授 世話人 日本肝移植研究会 

兼松隆之・教授 幹事 日本肝癌研究会 

兼松隆之・教授 理事 （財）長崎県健康事業団 

兼松隆之・教授 専門審査委員 特定非営利活動法人長崎県地域医療の研究支

援を目的とした医師団 

兼松隆之・教授 委員 長崎県福祉保健審議会 

兼松隆之・教授 委員 長崎県特定疾患対策協議会 

兼松隆之・教授 理事 特定非営利活動法人日本から外科医がいなく

なることを憂い行動する会 

兼松隆之・教授 評議員 日本内視鏡外科学会 

兼松隆之・教授 顧問 日本肝臓内視鏡下外科研究会 

兼松隆之・教授 監事 日本医療安全調査機構 

江口晋・准教授 代議員 日本外科学会 

江口晋・准教授 評議員 日本肝胆膵外科学会 

江口晋・准教授 評議員 日本肝臓学会 

江口晋・准教授 評議員 九州外科学会 

江口晋・准教授 評議員 日本消化器病学会九州支部会 

江口晋・准教授 評議員 日本肝臓学会西部会 

江口晋・准教授 評議員 小切開・鏡視外科学会 

江口晋・准教授 Associate Editor Surgery Today（日本外科学会英文誌） 

江口晋・准教授 Editor Board Hepatology Research（日本肝臓学会英文誌） 

江口晋・准教授 Editor Board Investigative Medicine and Applied Science 

江口晋・准教授 世話人 長崎肝癌研究会 

江口晋・准教授 世話人 九州肝臓外科研究会 

江口晋・准教授 世話人 長崎肝胆膵外科研究会 

江口晋・准教授 世話人 日本肝臓内視鏡下外科研究会 

江口晋・准教授 評議員 輔仁会 

江口晋・准教授 高度技能医技術認定小委員会委員 日本肝胆膵外科学会 

黒木保・講師 世話人 長崎内視鏡外科研究会 
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黒木保・講師 評議員 日本肝胆膵外科学会 

黒木保・講師 評議員 九州外科学会 

高槻光寿・助教 評議員 日本肝胆膵外科学会 

藤田文彦・助教 世話人 長崎内視鏡外科研究会 

藤田文彦・助教 世話人 九州ヘルニア研究会 

藤田文彦・助教 世話人 長崎県 NST 研究会 

足立智彦・助教 評議員 日本肝胆膵外科学会 

 
競争的資金獲得状況(共同研究を含む) 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

兼松隆之・教授 厚生労働省 代表 厚生労働科学研究補助金（エイズ対策研究事

業） 
血液製剤による HIV/HCV 重複感染患者に

対する肝移植のための組織構築 

兼松隆之・教授 内閣府 分担 先端医療開発特区設備整備費補助金細胞シ

ートによる再生医療実現プロジェクト 

兼松隆之・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究補助金（難治性疾患克服研

究事業） 
門脈結構異常症に関する調査研究 

兼松隆之・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究補助金（政策科学総合研究

事業） 
新しいチーム医療体制確立のためのメディ

カルスタッフの現状と連携に関する包括的

調査研究 

兼松隆之・教授 厚生労働省 分担 厚生労働省科学研究費補助金（地域医療基盤

開発推進研究事業） 
外科全手術症例登録とその解析のための学

会間ネットワーク構築に関する研究 

兼松隆之・教授 厚生労働省 分担 厚生労働省科学研究費補助金（エイズ対策研

究事業） 
ＨＩＶ・ＨＣＶ重複感染血友病に対するター

ミナルケア法の開発とデータベース構築に

よる疫学的解析に関する研究 

兼松隆之・教授 日本学術振興会 代表 挑戦的萌芽 
肝細胞と幹細胞により構築される可移植性

自己再生型肝組織の開発 

兼松隆之・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 
バセドウ病術後無再発と甲状腺ホルモン完

全コントロール両立への道 

兼松隆之・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(B) 
カザフスタン被爆地域における甲状腺癌・乳

癌への外科的国際支援 

兼松隆之・教授 日本学術振興会 分担 自己肝細胞バンキングによる肝移植後の自

己肝復元の試み 

江口晋・准教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究補助金（エイズ対策研究事

業） 
血液製剤による HIV/HCV 重複感染患者に対
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する肝移植のための組織構築 

江口晋・准教授 日本学術振興会 代表 自己肝細胞バンキングによる肝移植後の自

己肝復元の試み 

江口晋・准教授 日本学術振興会 分担 挑戦的萌芽 
肝細胞と幹細胞により構築される可移植性

自己再生型肝組織の開発 

黒木保・講師 厚生労働省 分担 厚生労働省科学研究費補助金（医療技術実用

化総合研究事業） 
消化器外科手術における合成吸収糸使用の

手術部位感染抑制効果に関する多施設共同

並行群間無作為化比較試験 

黒木保・講師 財団法人 日本膵臓病研究財団 代表 研究奨励賞 
術前 MRI 評価と膵空腸吻合法の検討 

金高賢悟・講師 日本学術振興会 代表 若手研究 
テーラーメイド医療への展開を視野に入れ

たマウス癌性腹膜炎モデルの開発 

金高賢悟・講師 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 
胃癌患者における腹腔内および末梢血リン

パ球腫瘍免疫能の解析 

進誠也・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
胃癌患者における腹腔内および末梢血リン

パ球腫瘍免疫能の解析 

足立智彦・助教 長崎県医師会 代表 細胞工学を利用した縫合不全防止の試み 

 
その他 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

兼松隆之・教授 卒後教育法の工夫やチー

ム医療で腹部救急患者受

け入れ 

Medical 
Tribune 

2010 年 
5 月 6 日 

卒後教育法に関する学会で特別企画で

司会を行った。 

兼松隆之・教授 長崎大病院に CPC 完成 長崎新聞 2010 年 
8 月 14 日 

CPC 完成について述べた。 

兼松隆之・教授 漢方最前線 Vol.1 医療

の現場で 
日本経済新聞 2010 年 

9 月 8 日 
日本の伝統医学「漢方」の歴史と現在 
「西洋医学と漢方医学の融合により進

化する日本の医療」について述べた。 

江口晋・准教授 移植医療の今 西日本新聞 2010 年 
7 月 26 日 

移植医療について述べた。 
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